
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

日
田
郡
木
竹
商
共
算
組
合
規
約
書

第
二
章

営
業
目
的

第
十
八
条

途
中
売
の
物
品
に
し
て
若
し
営
業
所

又
は
出
張
所
地
区
に
輸
送
せ
し
時
は
第
十

一
条
、

第
十
二
条
、
第
十
三
条
の
規
定
に
依
り
取
扱
い

を
為
す
も
の
と
す

但
し
本
条
の
場
合
は
営
業
所
支
配
人
よ
り
証
明

書
を
受
取
り
、
先
に
納
め
た
る
補
助
費
を
会
議

所

へ
返
付
の
請
求
を
為
す
べ
し
。
会
議
所
は
事

実
確
定
の
上
は
直
ち
に
返
付
す
べ
し

第
十
九
条

営
業
所
又
は
出
張
所
の
地
区
に
輸
送

す
る
物
品
に
し
て
若
し
途
中
売
を
為
し
た
る
時

は
第
十
条
の
規
定
を
適
用
す

第
二
十
条

前
数
条
を
違
犯
し
た
る
者
は
筏

一
枚
、

船

一
艘
に
対
し
金
二
円
以
上

一
〇
円
以
下
の
違

約
金
を
差
出
さ
し
む
べ
し

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
新
年
ご
挨
拶

日
田
木
材
協
同
組
合

理
事
長瀬

戸

亨

一
郎

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
は
、
日
田
木
材
協

同
組
合
に
と
り
ま
し
て

４
箇
所
目
の
移
転
が
着
々
と
実
行
に
近
づ
い
て
お

り
ま
す
。

事
務
所
棟
に
続
き
、
倉
庫
棟
が
2
月
末
に
は
完

成
の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
3
月
に
は
全
体
の
移

転
が
完
了
し
落
成
式
も
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
節
は
、
ご
臨
席
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
昨
年
ご
報
告
し
ま
し
た
通
り
、
友
田
の
跡
地

は
移
転
完
了
次
第
、
中
央
発
条
工
業
様
に
賃
貸
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
長
年
駅
前
の
土
地
を
賃
貸
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
サ
ン
リ
ブ
様
よ
り
突
然
の

撤
退
の
申
入
れ
が
あ
り
、
皆
様
に
ご
心
配
を
か
け

ま
し
た
が
、
各
方
面
の
ご
協
力
に
よ
り
新
し
い
賃

貸
先
が
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
モ
リ
様
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
新
店
舗
は
、
解
体
が
本
年
6
月
ま
で
か

か
り
ま
す
の
で
、
7
月
よ
り
着
工
し
11
月
に
は
開

店
の
予
定
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

移
転
に
伴
い
ま
し
て
大
き
な
投
資
を
実
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
2
件
の
賃
貸
収
入

に
よ
り
安
定
し
た
組
合
運
営
が
可
能
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
長
年
か
か
り
ま
し
た
恵
良
土
場
の
埋
立

工
事
も
昨
年
末
に
完
了
し
、
賃
貸
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
こ
の
賃

貸
先
も
探
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
従
来
の
組
合
事
業
に

お
き
ま
し
て
も
組
合

員
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、

新
年
が
組
合
並
び
に

組
合
員
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
よ
い
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
新
年
の
ご
挨
拶

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
平
成
29
年
度
業
主
視
察
研
修
を
終
え
て

総
務
企
画
委
員
長

諌
本
初
美

平
成
29
年
11
月
17
日

（金
）
か
ら
１
泊
２
日
の

日
程
で
、

一
行
16
名
に
よ
り
佐
賀

・
福
岡
方
面
に

研
修
に
行

っ
て
き
ま
し
た
の
で
概
要
を
ご
報
告
し

ま
す
。

最
初
に
昨
年
佐
賀
県
唐
津
市
に
完
成
し
ま
し
た
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の

「ポ
ラ
テ
ッ
ク
西
日
本
株
式

会
社
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
ポ
ラ
テ
ッ
ク
は
ポ
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
他
に
ポ
ラ
ス

（株
）

・

（株
）
中
央
住
宅
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
２
０

１
６
年
度
の
売
り
上
げ
は
２
，
５
５
９
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

創
業
者
の
中
内
俊
三
氏
は
、
四
国
の
徳
島
県
の

出
身
で
あ
り
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
で
財
を
成

し
た
。

そ
の
頃
、
家
を
作
ろ
う
と
思

っ
た
が
、
良
い
工

務
店
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
工
務
店
を
立
ち

上
げ
た
。
当
初
は
請
負
で
実
施
し
て
い
た
が
、
ク

レ
ー
ム
に
対
処
す
る
た
め
、
自
分
達
で
家
を
建
て

る
こ
と
に
し
た
。
35
年
前
に
自
ら
加
工
を
す
る
た

め
に
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
、

全
国
に
11
社
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
あ
る
。
佐
賀

工
場
は
計
画
で
は
、
２
０
２
０
年
に
建
設
を
予
定

し
て
い
た
が
、
熊
本

・
大
分
で
震
災
が
発
生
し
、

そ
の
復
旧
を
応
援
す
る
た
め
、
前
倒
し
を
し
て
建

設
し
た
。
九
州
に
工
場
を
建
設
し
た
の
は
、
大
分

・

鹿
児
島

・
長
崎
の
九
州
出
身
者
が
多
く
働
い
て
い

る
こ
と
も

一
因
で
あ
る
。
ま
た
、
日
田
林
工
出
身

者
も
多
く
、
佐
賀
工
場
に
も
３
名
い
る
。

住
宅
の
供
給
で
は
、
埼
玉
県
に
１
区
画
１
，
２

０
０
棟
の
建
て
売
り
団
地
を
建
設
し
た
。
そ
の
効

果
で
は
、
地
価
が
上
が
る
、
人
口
が
増
え
る
、
学

校
が
建

つ
、
駅
が
出
来
る
な
ど
の
貢
献
を
し
て
い

る
。
戸
建
て
分
譲
住
宅
は
ド
イ
ツ
風
、
ス
ペ
イ
ン

風
、
純
和
風
な
ど
好
み
に
合
わ
せ
て
建
設
を
し
て

お
り
、
価
格
は
４
，
０
０
０
万
円
か
ら
６
，
０
０

０
万
円
で
あ
る
が
、
抽
選
と
な
る
。

技
術
の
研
鑽
で
は
、
大
工
を
養
成
す
る
た
め
、

訓
練
校
を
設
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
７
０
０

名
が
育

っ
た
。
ま
た
、
設
計
等
に
責
任
を
持

っ
て

当
た
っ
て
お
り
、

一
級
建
築
士
が
２
７
０
名
い
る
。

地
域
に
密
着
し
た
建
物
作
り
で
は
、
ア
フ
タ
ー

の
出
来
る
範
囲
に
限
定
し
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
の

み
で
年
間
４
，
０
０
０
棟
の
家
を
建
設
し
て
い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
の
能
力
は
、
全
国
で
毎
月
５
，
０

０
０
棟
分
作
る
こ
と
が
出
来
る
。
１
ラ
イ
ン
で
１

棟
１
時
間
で
出
来
る
。
生
産
量
の
５
％
を
自
社
で

使
い
、
他
は
同
業
他
社

へ
供
給
し
て
い
る
。
製
造

価
格
を
聞
い
た
が
、
営
業
と
の
関
係
が
あ
る
と
の

こ
と
で
、
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
今
後
九
州

に
も
う
１
工
場
を
建
設
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

日
田
に
建
て
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
た
。
説
明
の

後
、
工
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。

工
場
内
は
綺
麗
に
整
理

・
整
頓
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
雇
用
対
策
の

一
環
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト

も
開
発

・
使
用
し
て
い
た
。
み
っ
ち
り
２
時
間
、

畑
中
工
場
長
か
ら
説
明
等
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

佐
賀
工
場
を
跡
に
し
て
、
相
撲
観
戦
に
向
か
い

ま
し
た
。
間
近
で
見
る
力
士
は
大
き
く
、
取
り
組

み
は
臨
場
感
が
あ
り
、
あ

っ
と
言
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
大
分
出
身
の
嘉
風
関

は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
宗
像
神
社

に
お
参
り
し
ま
し
た
。
以
前
行

っ
た
時
よ
り
、
大

勢
の
人
が
参
拝
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
木
材
産

業
の
振
興
を
願
っ
て
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

駆
け
足
の
二
日
間
で
し
た
が
比
較
的
に
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
多
く
の
組
合
員
の
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【国
際
セ
ン
タ
ー
前
に
て
】

☆
組
合
所
有
林
の
視
察

木
協
の
所
有
す
る
五
馬
山
と
前
津
江
山
の
視
察

を
12
月
9
日

（土
）
に
役
員
、
職
員
で
実
施
致
し

ま
し
た
。

先
ず
、
ウ
ッ
ド
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

へ
新
事
務
所
の

建
築
現
場
を
視
察
し
て
、
河
津
建
設
㈱
に
工
事
状

況
を
伺
い
ま
し
た
。
九
州
北
部
豪
雨
の
た
め
に
人

手
が
取
ら
れ
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
押
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

続
い
て
五
馬
山

へ
、
通
称
五
馬
山
は
、
天
ケ
瀬

町
本
城
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
全
面
積
十
二
万

七
千
百
六
十
八
㎡

（約
13
㏊
）
で
平
成
27
年
に
面

積
の
約
10
㏊
程
度
を
間
伐
し
て
い
ま
す
。
山
林
現

場
の
図
面
を
見
な
が
ら
位
置
や
境
界
の
確
認
を
行
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【新
事
務
所
工
事
状
況
の
視
察
】

い
ま
し
た
。

前
津
江
山
は
、
前
津
江
村
大
字
赤
石
に
位
置
し
、

全
面
積
十
九
万
七
千
八
百
七
十
四
㎡

（約
20
㏊
）

有
り
ま
す
。
平
成
16
年
の
台
風
に
よ
り
約
6.5

㏊
が

被
災
し
、
台
風
災
害
の
補
助
事
業
を
活
用
し
平
成

18
年
に
再
造
林
を
行

っ
て
、
現
在
11
年
生
と
な

っ

て
い
ま
す
。

当
日
、
前
津
江
山
は
雪
が
深
く
前
津
江
山
入
口

に
て
下
山
し
ま
し
た
。

【五
馬
山
に
て
】

【前
津
江
山
に
て
】

☆
第
２
回
販
売
会
議

共
販
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
２
回
販
売
会
議
を

12
月
15
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

製
品
担
当
よ
り
、
11
月
ま
で
の
販
売
状
況
と
乾

燥
加
工
の
実
績
報
告
を
行
い
、
次
に

「林
業

・
木

材
産
業
～
最
近
の
話
題
」
と
題
し
ま
し
て
日
田
市

農
林
振
興
部

林
業
振
興
課

橋
本
課
長
よ
り
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
本
課
長
は
、
７
月
の
北
部
豪
雨
の
災
害
の
件
、

森
林
環
境
税
、
林
業
成
長
産
業
化

へ
向
け
て
の
取

り
組
み
、
東
京

オ
リ
パ
ラ

の
選

手
村

へ
の
木
材

提
供
等
、
沢
山

の
情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
終

了

後
は
、
懇
親
会

に
も
同
課
五
藤

総
括
と
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、

貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

☆
わ
が
町
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

ひ
た
産
業
観
光
推
進
協
議
会
は
、
昨
年
の
産
業

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
続
き
、
市
民
向
け
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
と
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
向
け
コ
ー
ス
は
市
民

を
対
象
に
、
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
向
け
は
、
旅
行
会
社

・

旅
行
代
理
店
を
対
象
に
、
日
田
の
産
業
資
源
を
観

光
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

両
コ
ー
ス
と
も
、
日
田
杉
資
料
館
の
視
察
が
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【日
田
杉
資
料
館
に
て
】

【ト
ラ
イ
ウ
ッ
ド
に
て
】

☆
駅
前
組
合
所
有
地
に
つ
い
て

サ
ン
リ
ブ
の
跡
地
に
つ
い
て
、
11
月
16
日
に
臨

時
役
員
会
を
開
催
し
、
㈱
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア

モ
リ

か
ら
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

20
年
間
の
定
期
借
地
で
11
月
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
す
。

【契
約
書
の
調
印
】

【解
体
中
の
サ
ン
リ
ブ
】

☆
日
田
市
政
功
労
者
受
賞

日
田
市
で
は
、
毎
年

「文
化
の
日
」
に
市
政
の

興
隆
発
展
に
多
大
な
功
績
の
あ

っ
た
人
を
日
田
市

政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
日
田
木
材
協
同
組
合
第
十
七
代
理
事

長
武
内
光
太
様
が
受
賞
致
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
商
工
従
業
員
表
彰

11
月
22
日
、
商
工
祭
に
て
商
工
従
業
員
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
従
業
員
で
は
下
記
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱

マ
ル
ミ
ヤ

伊
藤

功

（30
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

長
谷
秀
広

（25
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

溝
口
賢

一

（20
年
）

㈱
井
上
製
材
所

信
岡
孝
則

（20
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

金
子

翔

（15
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

中
島
優
志

（10
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

河
津
嘉
将

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

村
野
聖
王

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

梅
田
佳
和

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

江
田
俊
宏

（10
年
）

㈱
佐
藤
製
材
所

金
崎
敬
宏

（10
年
）

㈱
井
上
製
材
所

小
倉
庄
八

（10
年
）

㈲
安
心
院
製
材
所

寺
上
和
敏

（5
年
）

㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所

井
上
蒼
亜
羅

（5
年
）

㈱
深
津
製
材
所

原
田
英
樹

（5
年
）

㈱

マ
ル
ミ
ヤ

衛
藤

勝

（5
年
）

☆
大
分
県
更
生
保
護
協
会
よ
り
感
謝
状

11
月
14
日
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
に
て
第
40
回

大
分
県
更
生
保
護
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
組
合
が

「大
分
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
感
謝
状
」
を
授

与
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
公
益
社
団
法
人
大
分
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
理
事
会

三
井
嘉
雄
様
が

「弁
護
士
か
ら

み
た
被
害
者
支
援
」
と
題
し
講
演
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

☆
お
知
ら
せ

○
木
材
製
材
業
安
全
衛
生
管
理
研
修
会

日
田
木
材
協
同
組
合
で
は
木
材
製
造
業
に
お
け

る
自
主
安
全
衛
生
活
動
促
進
の

一
環
と
し
て
、
日

田
労
働
基
準
監
督
署
等
の
ご
協
力
を
頂
き
、
下
記

日
程
に
て
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日

時

：
平
成
30
年
2
月
７
日

午
後

一
時
よ
り
約
１
時
間

場

所

：
日
田
木
材
協
同
組
合
２
階
大
会
議
室

講

師

：
安
全
衛
生
士

石
川
幹
靖

氏

テ
ー
マ
：

「製
材
業
に
お
け
る
事
故
の
事
例
と

未
然
防
止
に
つ
い
て
」

○
平
成
29
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

木
づ
か
い
促
進
事
業
の
受
付
状
況
は
12
月
末
時

点
で
、
新
築
90
棟

（90
棟
分
中
）
、
リ
フ
ォ
ー
ム

122
棟

（180
棟
分
中
）
で
す
。

ま
た
、
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
住
宅
等
が
被
害

を
受
け
、
建
替
え
や
修
繕
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被

災
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
生
活
再
建
の
た
め
優
先

的
に
木
材
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（事
務
局

日
田
木
材
協
同
組
合

小
関

・
川
原
）
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